
宮崎の農作物“そのもの”の新たな価値の創造と、
未来へ繋ぐ「食」の基盤構築

令和6年度宮崎市地域貢献学術研究助成金成果報告

国立大学法人宮崎大学
地域資源創成学部

山﨑有美

令和7年3月26日



Outline

⚫研究の背景及び目的

⚫食品由来ナノ粒子（EVs）について

⚫宮崎市産農作物からのEVs取得

⚫各種EVsの機能性解析
・含有成分解析 ・抗乳がん作用解析
・抗酸化作用解析 ・抗炎症作用解析
・消化・吸収解析 ・加工特性解析

⚫研究成果を基軸とした地域社会への展開

⚫まとめ

⚫研究成果の活用 2



現状

・宮崎県は１次産業が突出している→強み(図左)
・耕種(野菜・果実等)の生産宮崎市県内No.1 →強み
・農家数・就農人口の減少(図右)＝担い手不足→課題
・農作物の生産面積・量減少による持続可能な食確保→課題
・気候変動等の生産環境変化に対応した食の確保→課題
参考：「統計でみる宮崎県の農畜産業2022」、農林水産「省令和3年市町村別農業産出額」

農林水産省「農業構造動態調査」、「宮崎県の野菜2019」

出典：統計でみる宮崎県の農畜産業２０２２ 出典：農林水産省「農業構造動態調査」

強みと課題

背景：①宮崎市の一次産業を取り巻く状況
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現状

強みと課題

背景：②食と健康を取り巻く状況

出典：農林水産省「食料需給表」

・生活習慣病によるQOLの低下→課題
・平均・健康寿命に男8年,女12年の差→課題
・健康寿命延伸には野菜摂取が重要→課題
・野菜摂取量は年々減少(図) →課題
・野菜・果実の魅力不足(農家さんの声) →課題
出典：厚生労働省「生活習慣病の現状」、「健康寿命の延伸につながる食育の

推進」、健康日本21、農林水産省「食料需給表」 4



現状

強みと課題

背景：③次世代を担う子供達の状況

・子供の食への興味関心の低下→課題
・子供の９６％が野菜不足(図)→課題
・子供の野菜摂取不足は将来の生活習慣病発症リスクを高める→課題
・子供時代の食育は重要→課題
・子供の食の改善には保護者等の意識改善が重要→課題
出典：日本栄養士会雑誌591巻,(8),2016、平成26年度国民健康・栄養調査、

カゴメ子どもの野菜摂取に関する意識調査、農林水産省食育ガイド

出典：カゴメ「子どもの野菜摂取に関する意識調査」
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野菜や果実έそのものέを食べることは、体に良く、価値があることを、
『原食回帰』という新たな概念として証明・提唱し、多様な機関の方々と共創す

ることで、持続可能な社会の「食」の基盤を構築することを目的とする。
→宮崎の「食」の未来を創造する、太陽都市みやざきの実現を目指す（SDGs達成にも貢献）

→「野菜生産・消費、健康寿命日本一推進宣言」の目的にも合致
→第３次宮崎市食育・地産地消推進計画にも合致（MVP350)

？

どうやって、素材の良さを証明するのか？これまでの栄養成分（エキス）に
着目した研究とはどう違うのか？

栄養成分に着目した研究ではなく、注目したのは、食品素材そのものにのみ
含まれる「ナノ粒子」

①宮崎市の１次産業を取り巻く状況 ②食と健康を取り巻く状況 ③次世代を担う子供達の状況

研究の目的：原食回帰の証明・提唱
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EVs (Extracellular-Vesicles)

EVs

・50～1000nm程度の脂質二重膜を持つ
微粒子

・マイクロRNA、タンパク質、ポリフェ
ノール等を包含する

・植物体内において情報伝達を司るエクソ
ソーム様機能を有する

・ブドウ由来EPDENsによる、炎症性腸疾
患緩和作用が報告されている（Juら, 2013）

・経口摂取後、血中に移行する可能性が
示唆されている (Michel, 2013)
・・・
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【STEP1】

宮崎市産農作物に含まれる
ナノ粒子の取得
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使用した食品一覧

1 23 45
2 24 46
3 25 47
4 26 48
5 27 49
6 28 50
7 29 51
8 30 52
9 31 53

10 32 54
11 33 55
12 34 56
13 35 57
14 36 58
15 37 59
16 38 60
17 39 61
18 40 62
19 41 63
20 42 64
21 43 65
22 44 66

No.No. No.
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EVsの取得方法

食品サンプルのホモジナイズ 漏液の回収 残渣の除去

上清の回収 ペレットの回収

3,080 x g, 10min

20,000 x g, 1h

200,000 x g, 1h

EVsの回収
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動的光散乱法（DLS）による粒子径測定ID19の例）
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走査電子顕微鏡（SEM）による粒子形態解析

【SEM観察試料の調製】

1. SEM観察用試料を準備する
↓

2. カーボンテープに試料を設置する
↓

3. ブロワーで余剰試料を除去する
↓

4. 減圧下、四酸化オスミウムの蒸気
に曝す

↓
5. プラズマCVDで金属オスミウムを
成膜する

↓
6. サンプルをSEM試料台に設置する
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【STEP2】

取得ナノ粒子の特性解析

抗乳がん作用評価

抗酸化作用評価
抗炎症作用評価
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ẓ ךּ ḭṣEVsṤּצḭ

︡ ךּ Ḵפּךּ
(2)Rita , Nutrition Reviews, 2014
(3) Britt , Adv Nutr ., 2014

ḭ ḭ
ḭ

ךּ

摂取量
多い

高い

低下

（2）

（3）

乳がんの発生と生活習慣病と食との関係

• צּ 5 שּ︡ ︡ ḭ
4.4~16.9 לּךּ ךּ קּ ךּ כֿ צּ ︡ (1)

(1) , Nutrition Reviews , 2023
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MCF-7細胞に対する各食品由来EVsの抗乳がん作用

Sample ID

13個の食品由来EVsが、ヒト乳がん細胞株MCF-7に対して細胞増殖抑制作用を
示した。 16



赤・橙・黄カラーピーマン由来EVsの粒子径
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赤・橙・黄カラーピーマン由来Evsの組成概要

Capsicum annuumL.

200,000 x g

EVs 【Various components】
ÅProteins ÅAmino acids

ÅRNA ÅPolyphenols

★Carotenoids
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【STEP2】

取得ナノ粒子の特性解析

抗乳がん作用評価

抗酸化作用評価
抗炎症作用評価
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各カラーピーマン由来Evsのヒト乳がん細胞株
MCF-7への細胞毒性
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significant difference from the control at * p < 0.05, ** p < 0.01, *** p < 0.001 .
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【その後の実験結果】
・フローサイトメトリー解析により、本抗乳がん作用はアポトーシスの誘導
によるものであることが示された。

・3種類のEVsはMCF-7細胞質内に取り込まれることが明らかになった。
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【STEP2】

取得ナノ粒子の特性解析

抗乳がん作用評価

抗酸化作用評価
抗炎症作用評価
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各カラーピーマン由来EVsのDPPHラジカル消去活性
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各カラーピーマン由来EVsのNO産生抑制作用
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Data are means ± SE for 4 experiments. Data were analyzed by Student’s t 

test to evaluate the significance of difference, and asterisk indicates 
significant difference from the control at * p < 0.05, ** p < 0.01, *** p < 0.001 .

23



各カラーピーマン由来Evsの抗炎症作用機序解析

REVs

Control

OEVs YEVs
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各カラーピーマン由来EVsのNO産生抑制阻害作用

REVs OEVs YEVs

Data are means ± SE for 4 experiments. Data were analyzed by Tukey test 

to evaluate the significance of difference. Data without any common 

alphabetic letter are significantly different each other at p < 0.05.
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【STEP2】まとめ

⚫宮崎県産の食品から、EVsを複数取得することができた

⚫抗乳がん作用、抗炎症作用を示す食品を１３種類
見出した
※カラーピーマンを中心に、６食品を解析

⚫赤、橙、黄カラーピーマン由来EVsは、タンパク質や
miRNA、ポリフェノール、カロテノイド等、様々な
栄養素を含むことが明らかになった

⚫ REVs, OEVs, YEVsは、ヒト乳がん細胞MCF-7に対して、
アポトーシスを誘導した

⚫ REVs, OEVs, YEVsは抗酸化作用を有し、マウス由来マクロ
ファージ様細胞RAW264.7に対して抗炎症作用を示し、
細胞内に取り込まれることが重要であった 26



【STEP3】

取得ナノ粒子の腸管吸収解析

加工特性解析
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◆

➢ ︡ Ḯ

➢ ︡ צּ ︣ פּ Ḯ

REVs

REVs

REvs ḭ

Caco-2 ךּ

Step１

Step２

Step３

Step１

Step２

ṝ Ṟ

Step２

Step１

食品の体内動態について

Step３
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疑似消化がREVsに与える影響

疑似消化 なし 疑似消化 あり
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Caco-2細胞を用いたcapsanthinの膜透過試験
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【STEP3】

取得ナノ粒子の腸管吸収解析

加工特性解析
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加工調理がREVsの形態に与える影響（DLS, SEM）

各種加工処理の様子

加工調理方法 粒子の残存

冷蔵 ◎

冷凍 ◎

焼成 〇

揚げ △

茹で ◎

蒸し ◎

電子レンジ 〇

圧力 〇

塩浸 △

酢浸 △
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【STEP4】

ナノ粒子のを含む農作物接種の意義を
どのようにして社会に還元するか？
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政府広報オンラインより

食育について
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食育活動（カラーピーマンの定植・栽培・収穫
加工調理・実食）

2024/4/19 定植

2024/7/12 収穫・加工調理
（パンケーキ、スムージー）
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関連報道（カラーピーマン加工調理・実食）

【報道機関】
・NHK 宮崎
・NHK 全国
・mrt
・UMK
・宮崎日日新聞
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食育活動（五感で学ぶ「たべもの」）

2024/12/13
宮崎大学図書館 itanoma
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五感で学ぶ食育活動の効果①

結果（視覚）

活動前の認知 活動後の認知 該当幼児の割合（%）

あり あり 5.3

あり なし 0.0

なし あり 26.3

なし なし 68.4

P値：0.0253 結果（味覚）

活動前の認知 活動後の認知 該当幼児の割合（%）

あり あり 78.9

あり なし 0.0

なし あり 15.8

なし なし 5.3

P値：0.0833

結果（聴覚）

活動前の認知 活動後の認知 該当幼児の割合（%）

あり あり 0.0

あり なし 0.0

なし あり 5.3

なし なし 94.7

P値： － 結果（触覚）

活動前の認知 活動後の認知 該当幼児の割合（%）

あり あり 10.5

あり なし 0.0

なし あり 26.3

なし なし 63.2

P値：0.0253

結果（嗅覚）

活動前の認知 活動後の認知 該当幼児の割合（%）

あり あり 5.3

あり なし 0.0

なし あり 15.8

なし なし 78.9

P値：0.0833

食育効果あり↑

食育効果あり↑

Q1. お子様は食事時、食べ物をよく
観察するようになりましたか？

74%

26%

よく観察するようになった：74％
変わらない ：26％

p < 0.0318*
(二項検定)

食育効果あり↑
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関連報道（五感で学ぶ「たべもの」）

【報道機関】
・mrt
・宮崎日日新聞
・宮崎大学
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意見交換会
～宮崎市農政部農政企画課の皆様～
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意見交換会

【野菜・果実摂取の大切さを社会実
装するための課題抽出】

・日時：2024/11/22 10：00-12：30
・場所：宮崎大学地域資源創成学部

423号室
・参加者：宮崎大学地域資源創成学部学生

宮崎市農政部農政企画課職員
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野菜・果実摂取の大切さを社会実装するための
課題や気づき

【課題】
⚫ 子供が自分で食情報にたどり着くのは

困難、保護者世代への働きかけが重要
⚫ 食べ方がわからない
⚫ 一人や一組織による活動の限界

→連携による波及効果に期待
⚫ 罹患への危機感が実感できない

→将来リスクの可視化
⚫ そもそも野菜を食べても変化が

体感できない、実感に乏しい
→効果の可視化

⚫ 食品の栄養・機能の理解が難しい
⚫ 訴求しやすい機能がないと、

アピールが困難
⚫ ニーズとシーズのマッチングが困難
（イベントへの参加者等）

⚫ 情報発信方法に改善点あり（若者の）
テレビ離れ等

⚫ 認証マークの効果に疑問
⚫ 野菜価格の高騰等、健康以外の社会

問題も大きく関わり難しい
等

【気づき】
⚫ 食べて＆学んでみると見方が変わる

→機会創出の重要性
⚫ 幼少期の体験活動は記憶に残っている
⚫ ３色の食品群表を小学校に貼ってあった

記憶が残っている、身近な所への展開重要
⚫ 保健機能食品だと信頼感がある
⚫ 加工品を作る、お店で食べられる等の機会

があると良い
⚫ 地産地消、SDGs達成への貢献、エシカル

消費等との具体的な繋がりが見えると良い
⚫ 思いの他、様々な取り組みがなされている

協働で進めることで好循環を創出できそう
⚫ 伝統野菜等、オンリー・ワンの食品は強み
⚫ 県内外でのイベントは継続できれば
⚫ 「自分のために」では行動に繋がりにくい

「家族のために」であれば行動するかも
⚫ 食とは一見異なるイベントとコラボレー

ションすることで、普段食に興味を示さな
い層に情報を届けられるかも

⚫ 発信者を対象と同じ層にすると訴求力アップ
等42



レシピ配布・公開・ダウンロード

【レシピダウンロード】

https://atrium-miyazaki-u-ac-jp-
food.jimdofree.com/
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メニュー開発、商品開発

ザ・メイビア宮崎「FOREST」板倉昌洋様
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食の観点から「カーボンニュートラル」を考える

https://www.youtube.com/watch?v=6q4aom-NiNU&t=1s

宮崎大学公式チャンネル

株式会社シンク・オブ・アザーズ代表取締役 難波裕扶子様との連携

45
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宮崎市様との連携：講義、意見交換会、ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ
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まとめと今後の課題

【科学研究結果より】
⚫ 宮崎県産の食品には、複数の食品にEVsがあることが明らかになった
⚫ 抗乳がん作用、抗炎症作用を示す食品を１３種類見出した
⚫ EVsは、タンパク質やmiRNA、ポリフェノール、カロテノイド等、様々
な栄養素を含むことが明らかになった

⚫ Evsは、抗乳がん作用、抗酸化作用、抗炎症作用を示した
⚫ EVsは、含有する栄養素の腸管吸収性を向上させた
⚫ 各研究の作用機序解析や他の食品由来EVsの解析が今後の課題

野菜や果実そのものを食べることは
健康の維持増進に寄与することが示唆された

【研究成果を基軸とした社会での活動結果より】
⚫ 食育活動、特に食べる意欲を育む乳幼児期・学童期へのアプローチは極
めて重要であり有効

⚫ 機会の創出（教育、食体験、レシピ、加工食品）も効果あり
⚫ SDGsの達成等、食べることでポジティブな波及効果があることも有効
⚫ 複数機関の連携、効果の可視化が課題 47



研究成果の活用

１．健康寿命の遠心に繋がる食育・地産地消の推進
（１）宮崎市食育・地産地消推進会議が主体となった取り組みの推進

（２）普及・啓発活動の推進
①MVP350の取り組みの推進
②食育・地産地消の普及啓発活動や情報発信
③食育推進運動の普及
④食品ロスの削減

（３）各種団体などにおける食育推進活動の推進

第3次宮崎市食育・地産地消推進計画
～MVP350で目指す「健康寿命日本一」～
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研究成果の活用

２．生涯にわたる食育推進
（１）乳・幼児期の食育推進
①妊娠期から子育て期の食育を通して望ましい食生活の基礎作りに努める
②保育所、幼稚園、認定こども園等での食育を推進する
③保育所、幼稚園、認定こども園等から家庭への働きかけを支援する

（２）小学校・中学校の時期における食育推進
①学校教育活動全体を通した指導との連携
②学校給食における指導及び献立内容と他コンテンツとの連携

（３）青年期から壮年期・高齢期の食育推進
①栄養バランスに優れた日本型食生活の実践のための普及・啓発
②生活習慣病の発症予防・重症化予防のための情報提供と支援

第3次宮崎市食育・地産地消推進計画
～MVP350で目指す「健康寿命日本一」～
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研究成果の活用

３．農林水産業の体験や交流等の推進
（１）農林漁業体験活動の推進
①食の体験や交流の機会の提供の実施

４．地産地消及び６次産業化の推進
（１）地産地消の推進
①みやざきの「食」と「農」の情報提供とPRを推進する
②料理教室の開催やその支援を通して、地産地消料理や郷土料理の普及を
サポートする

③学校、保育所、幼稚園、認定こども園等の給食における地場産物の活用
と連動した食育活動を展開する

（２）６次産業化や農商工連携の推進
①生産者等による農林水産物の加工品開発を促進する

第3次宮崎市食育・地産地消推進計画
～MVP350で目指す「健康寿命日本一」～
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